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抄録 ：患者 は，初診時年齢　　　　　 の女 子 で，上 顎 左

側 犬歯 の 異所 萌 出 に よ り上顎 左 側第
一

小 臼歯に 歯根吸 収

を惹起 して い る Angle　II級症例 で あ る、

　治療 は，2 つ の段 階 に 分 け られ行 わ れた ．第一
段階 と し

て は，当該小 臼 歯を抜歯 し，埋 伏犬歯の 歯列 内 へ の 自然

萌 出 を試 み なが ら，大 臼 歯関係 の 改善 は ヘ ッ ドギ ア で 行

うこ と で あっ た．第 2 段 階 として，埋 伏 犬歯 が萌 出 した

こ とを確認 し た の ち 小 臼歯抜去症例 と して ，本格矯正 治

療 に入 っ た もの で あ る．得 られ た所 見 な らび に 治療 方法

は次の と お りで あ っ た．

　 L 上 顎 左側 埋 伏 犬歯 は，開 窓 ・牽 引せ ず上 顎左側 乳

犬歯，お よ び歯根吸収 した 同側第
一小 臼 歯 を抜歯 し，自

然萌 出 させ た．左 右 側 の 第
一

大 臼歯 関係 は，ヘ ッ ドギ ア

に よ り左側の み が 改善さ れ た ，

　 2．下顎 の 左右 側 第
一

大 臼歯 の 近 遠 心的 位置 が 左右非

対称で あ る た め 非対称抜歯 を行 い ，動 的治療 終了後 に は

右側 の 第
一

大 臼歯 関係 もほ ぼ 1級 を獲 得 した ．

　 3．動的治療終 了後 3 年を経過 し た時 点 で の 臨床 的評

価 に お い て も良好 な咬 頭嵌合 咀嚼 機能を維持 して い た ．

　　　　（Orthod．　Waves 　59（4）：282〜288，2000 ）

Angle 　Class　II　correction 　involved

　with 　first　premolar 　 resorption

　　 due　to　an 　impacted　canine

Abstract：The 　patient，　 when 　first　examined ，　was

　　　　　　　　　　　 ，female．　She　had　 a　Class　II

malocclusion 　 wjth 　 root 　 resorption 　of　maxillary 　left

first　premQlar　due　to　 maxillary 　left　 canine 　 ect て｝pic

eruption ．

　Treatment 　was 　to　be　done　in　two 　 steps ．　First，　 an

atternpt 　on 　the　impacted　maxnlary 　canine 　would 　be
required 　to　erupt 　spontaneously 　in　the　line　of　the　arch

following　the　extraction 　of 　the　first　premolar ．　The

Class　II　 relationships 　w   uld 　be　corrected 　by　 a　head −

gear ．　The　 second 　phase ，　 which 　would 　involve　place・

ment 　Qf 　a　fully　banded　and 　bonded　appliance ．　It　was

to　be　done　as 　a　case 　of　premolar 　extractk ）n　after 　fully

eruption 　of　the　canine ．　The 　treatment　procedures 　and

results 　 are 　 as 　follows：

　 1 ．The 　 maxillary 　left　impacted　canine 、vas 　let

erupt 　by　itself　by　means 　of 　extracting 　the　maxillary

left　deciduous　canine ，　and 　the　first　prelnolar 　with 　root

resorptiQn 　instead　of 　uncoverirlg 　and ／or 　retracting 　the

ilnpacted　canine ．　The　c （，rrection 　of　a　Class　II　 rela ．

tionship　of　the 】eft　side 　was 　cく）rrected 　by　a　headgear，

but　the　end 　to　end 　relationship 　was 　remained （，n 　the

right 　side ，

　 2 ．The　Class　Ii　 molar 　 relationship 　 on 　the　 right

side 　 was 　 improved　 after 　 the　 comprehensive 　 orth −

odontic 　treatment　 with 　 asymrnetric 　mandibular

extractions ，

　 3 ．Clinical　 examination 　 and 　 evaluation 　 of 　 the

patient
’
s　records 　for　the　3　years 　following　completion

of　active 　therapy　revealed 　good　tooth 　alignment 　and

interdigitatiQn　 and 　function．

　　　　　 （Orthod．　Waves 　59 （4）：282 〜288 ，2000 ）
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点 を 6 つ の 項 目η
に 沿 っ て あ げ る．正 貌 で は 左 右対称，

側貌で は ，や や 下顎 の 後退感，口 元 の 突出感 が 認 め ら

れ た （図 1−A ）．歯 お よ び 歯 列 素 材 に お い て は，上 顎 左

側乳犬歯が 晩期残存 し，当該歯 の 後継 永久犬歯 の 完全

埋 伏 が 認 め られ た．上 顎 左 側 埋 伏 犬 歯 の 頬 舌 的 位 置

は，上 顎 左 側第
一

小 臼 歯歯根 よ り も 冂 蓋 側 に，近遠心

的 に は，通常 よ り も根 尖 を遠 心 に 位 置 した 状 態 で 近 心

傾斜し た状態 で あ っ た．な お ，当該埋 伏犬歯 に 起因 す

る と 考 え られ る 上 顎 左側第
一

小 臼歯 に は限 局 した 歯根

吸収が 認 め られ た （図 2−A ，図 3−A ）．Anterior　ratio
は ，上 顎左側犬歯 を右側 と 同 じ値 で 算出 した 結 果，ほ

ぼ 平均値 で あ っ た．アーチ レ ン グ ス デ ィ ス ク レ パ ン

シ
ー

は，上 顎 が
一7mm ，下 顎 が

一2mm で あ っ た，ま

た一L顎 前歯 は，シ ャ ベ ル 状 を呈 し て い た （図 4−A ）．近

遠心関係 で は ，オ
ーバ ージ ェ ッ トは 十 5．5mm （表 1），

第
一

大 臼歯関係 は，左右側 と も Angle　II級 で あ っ た ．
ま た 左 右側第

一
大 臼歯 の 近遠 心 的対称 性 は，模 型 の 基

底面 よ り左右側第
一

大 臼歯の 近心 頬 側咬頭 頂 まで の 距

離 を計測 し た 結果，上 顎右側第
一

大 臼 歯 は ，上 顎 左側

第
一

大 臼 歯 よ り も約 lmm 近 心 位，下 顎 左側第一
大 臼

歯 は 下顎右側第
一

大 臼 歯 よ り も約 3mm 近 心 位 に 位

置 し，そ の 結果，右側 の 方 は II級傾向 が 強 く，左 右側

で 非対称 な 大 臼 歯関係 を呈 し て い た （図 4−A ）．犬 歯関

係 は，右側 II級で あ っ た．（図 5−A ）．また，骨格的 に

は ， 1級 （ANB ：2．5
°
）を呈 し，上 顎中切歯切端 が 口

元 に 対 し 前 方位 を とっ て い た （U1 」 − AP ：10．1

mm ）（表 2）．垂 直関係 に お い て は，下顎下縁平面 の 傾

斜 に は，問題 は な く（FMA ：28．ln），オ ーバ ーバ イ ト

が ＋ 3．1mm で あ っ た （表 1，2）．水平関係 に お い て は，

上下顎 の 正中線 は顔面正 中に
一

致 し て い た．また 鋏 状

咬合 が左 側 の ヒ下第 二 小 臼歯 に み られ た （図 5−A ）．そ

の 他 に つ い て は，左側咬筋 に 軽度 の 圧 痛 が 認 め られ，

F
は じ め に

　矯 正 治療 に お い て，埋伏歯 を主訴 とす る 患者に 遭遇

す る機会 は 少 な くな い ．歯 の 埋 伏 と は ，一
定 の 時期 が

過 ぎ て も歯冠が 萌出 しな い で 冂 腔粘膜 ま た は顎骨 内 に

隠 れ て い る状態 で あ る と さ れ て い る
D．埋 伏歯 の 部位

別発現状況 に つ い て は，上下顎智歯が最 も多 く
Z）つ い

で 上顎中切歯 お よ び上 顎 犬 歯 に 多 か っ た
2”5｝

と報告 さ

れ て い る．埋 伏歯が 存在す る こ と に よ り，（1）隣接歯

の 近心移動 に よ る歯列 弓 長 の 短 小 化 ，（2）内部吸 収，
（3）歯小 嚢 の 形成，（4）隣接歯や埋伏歯 の 歯根吸収 な

ど を惹起 す る とい わ れ て い る
6｝．そ の 処 置方法 に 関 し

て は，開窓 ・
牽引が 最 も多 く，次 に 当該歯 や 隣在歯 の

抜去 な ど の 原因除去後 の 経過観察 な どの 順 に 多 か っ た

と報告 さ れ て い る
3，4 ）．

　報告す る 症例 は，上顎左側埋伏犬歯が 原 因 で 上 顎 左

側第
一

小 臼 歯に 歯根 吸 収 を 伴 っ た Angle　II級 の 症例

で あ る．当該埋伏犬歯 の 自然萌出 を試 み るた め開窓 ・

牽引 は 行 わ ず，歯根吸収 して い る小臼歯を拔去 し，自

然萌出を確認 した 後 に 3本 の 小 臼 歯 を 抜去 して 矯正 治

療 を終 了 した もの で あ る，本報告 の 目的 は ，当該症例

を問題志向型 の 診査，診断 に よ っ て 導 き 出 さ れ た 治 療

計画，治療方針，治療方法 を振 り返 り，動的治療後 お

よ び 動的治療後 3 年を経過 し た 時点 で の 治 療成績を評

価 す る こ と に あ る．

初診時所見

　初診時年齢　　　　　 の 女 子．上 顎乳犬歯 の 晩期残

存 と上 顎前歯部 の 叢生 を主訴 と し て 日本歯科大学歯学

部附属病院矯正 科に来院した ．当該症例 の 問題 と なる

L

表 1　 ロ 腔模型分 析

計 測 項 目
　 初 診 時 　　　　　動処 終了時　　　最終資料採得時

（　　　　　 ）　　 （　　　　　 ）　　　 （　　 ）

ト

　　 Overjet　　 （mm ）

　　Overbite　　　　（mm ）

ICL 　（上 顎 〆下 顎 〉（mm ）

IML （上 顎 ／下 顎 ）（mm ）

BAL （上 顎 f下 顎 ）（mm ）

CAL （上 顎 ／下 顎 ）（mm ）

II　　（．｝二顎 ／
一
ド顎 ）（mm ）

　 5 ．5

　 3．128
．0〆21．5

33．5〆34．0
35．〔レ／33．5
35．8／33．0
15．012．o

　 3．5
　 2．127
．O／22 ．3

33．5／32，5
28．Of27，0
29．3／25．5

　 0／0

　 3．5
　 2．527
．O／22，2

33．5／32．5
28．0／27，0
28．8／24．O

　 O／0

ICL ：Intercanine　lingual 左右 犬歯 遠 心 接触 点 間 の 距離

IML ： Intermolar　lingual 左右第
一一

大 臼歯 遠 心接 触 間 の距 離

BAL ：Basal　 arch 　length　歯 槽基底 長 径

CAL ：Coronal　arch 　length　歯列 弓長 径

II：Irregularjty　Index　不 整 の 指標 　下顎 左 右 側 犬歯 近 心 接触 点聞 に 存在 す る 5点 の

　 解剖 学 的接 触 点 問距 離 の 総和
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A

B

C

　 図 2 パ ノ ラ マ X 線写 真

A ：初 診 時，B ：動 的処 置 終 了時

C ：最 終 資料採 得時

　図 1　顔 面 写真（正 貌 ・側 貌 ）

A ：初診時，B ：動的処置終了 時

C ：最終資料採得時

さ ら に 最大開 口 時 に は ，下 顎 の 右方 へ の わ ず か な 偏位

が 認 め られ た．また，初 潮 が 1 年以 上 前 に発現 して い

る こ と か ら残余成長能 は，あ ま り期待 は で き な い もの

と 判断 した．悪 習 癖 は な く，患 者 の 協 力 度 は良 好 で あ っ

た．

診 断お よび治療経過

　本症 例を問題 志 向型 の 診 査 に 基 づ き，上顎 左 側犬歯

の 埋 伏 を伴 う下 顎 左 右 側 第
一

大 臼 歯関係 の 非 対 称 を 呈

す る Angle　II級不 正 咬 合 と診 断 し た．患 者 の 有 す る 問

譱
鸚1
毳鯲 鵡  雛

鞦 覗 ；

甲tttti／／／t
驚 質 ひ

鰻縛 麟 議継

馨憂・

図 3 左側 上顎 犬 歯 お よび左 側 上顎 第
一小 臼歯部

　 A ：左 側上 顎 犬歯 の デ ン タル X 線 写 真

　 B ：抜歯 され た左 側上 顎 第一小 臼歯部

ト
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A ：初診時，
図 4　 口 腔 模 型 （咬合 面観 ）

B ：動 的処 置終 了時，C ：最 終 資料 採 得 時

　　　 図 5　 ロ 腔模型 （正 面観 お よび 側面 観 ）

A ：初診時，B ；動的処置終了 時，　 C ：最終資料採得時

題 点を 6 つ の 項 目 に 沿 っ て，問題 リス トを作成した の

ち，問題 点 の 重 要度 治療優先順位，治療 に 対す る リ

ス ク お よび利点を考慮 し て，治療 目標を決定 した
7 ）．治

療 目標に つ い て は 以 下 に 示す よ うに ， 1 ＞ ヒ顎左側埋

伏犬歯 の 保存，歯列内へ の 自然萌出 お よ び誘 導 2） 上

顎前歯叢生 の 除去． 3＞第
一

大臼歯関係 1 級 の 確立，

4 ）適切 なオ
ーバ ー

ジ ェ ッ ト，オーバ ーパ イ トの獲得，
5 ） 上 顎 前歯 の 後退 に よ る側貌 の 改善，6 ）下顎臼歯

の 対称性 の 獲得 と正 中線 の
一

致 の 維持 な ど を あ げ た．

　治療方針 と し て は，マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置装着 に 先

立 ち，埋 伏犬 歯 の 自然萌出 とII級で あ る 左右側第
一

大

臼 歯関係 の 改善 を 行 う こ と と した．さ ら に 可 能 と思 わ

れ る治療 方 法 を す べ て 検討 して 上 で ，最終的 な 治療方

法を決定 した，治療方法 は，上顎左側 乳犬歯，歯根吸

収の 疑 わ れ る上 顎 左 側第
一

小 臼 歯 を抜 去後 （図 3−A ，
B ＞，永久犬歯 の 自然萌出 を観察 しな が らヘ ッ ドギア に
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表 2　頭部 X 線規格写真

計 測 項 目
（

初診時

） （

動 処終 了 時

）

最終資料採得時

　　（　　）

∠ SNA
∠ SNB
∠ ANB

　 FMIA

∠ Ul −SN
∠ FMAUl

⊥ AP

（deg．）
（deg．）
（deg．）
（deg．）

（deg．）
（deg，）
（mm ）

81．178

．6
　 2．564

．1112

，228
．11D

．1

80．279
．1

　 1．167
．2109

．223
．2

　 6．9

80．279
．1

　 1．167
．2

／09，521
．3

　 7．1

て 第
一

大 臼 歯関係 の 改善 を 図 っ た ．左 側第
一大臼歯関

係 が Angle　I級 に 改 善 され た 後，下 顎 左 右 側第
一

大 臼

歯 の 近遠心的非対称性 に 起因す る と考 え られ る右側第

一
大 臼歯 関 係 の 改 善 を 目的 と し て ，上 顎右側第

一
小 臼

歯，下顎左側第
一

小臼歯 下顎右側第二 小 臼歯を抜去

し，022× 028イ ン チ ス ト レ ートワ イ ヤ
ー

装置 に て 上 記

の 治療 目標 の 達成 を試 み る こ と と し た．

治療経過

　 患 者 や 母 親 と の 診 断 お よ び治 療方針 に つ い て の 説

明，同意後，た だ ち に 　　　　　よ D上 顎 に ヘ ッ ドギ

ア を装着，ま た 上 顎 左側 犬 歯，上顎左側第
一

小 臼 歯 の

抜去 を行 い ，動的治療を開始した．デ ン タル X 線写真

な どか ら埋 伏 犬 歯 の 自然萌出 を確認 し，さ ら に ヘ ッ ド

ギ ア の 使用状況 も良好 で あ る こ とか ら，　　　 　 ，

上 顎 左 側 犬 歯 を 除 く第
一

大 臼 歯 ま で の す べ て の 歯 に

022 × 028 ス ト レ ートワ イ ヤーブ ラ ケ ッ トを 装着 し，本

格 矯 正 治 療 を 開姶 した．歯 の 配列 に 伴 い ，細 い ワ イ ヤ
ー

か ら太 い もの に ，ラ ウ ン ドか ら レ ク トア ン ギ ュ ラーワ

イ ヤ ー
へ と 交換 し，さ らに 治療開始 か ら 1 年後 の

　　　 に 上 顎左 側犬歯に ブラ ケ ッ トを装着し，

　 に は 抜 歯空 隙 の 閉鎖 を 開始 し た ．　　　 　 に 右側 臼

歯関係 の 改善 と抜歯空 隙 の 閉鎖 を 目的 に ，両側 II級 ゴ

ム の使 用 を 約半年間行 っ た ．下顎正 中線 の 1mm の 右

方偏位 に よ る上 下 顎 の 正 中線の 不
一

致 が 認 め られ た た

め，左 側 の み に III級 ゴ ム の 使用 を 指示 し，さ ら に 翌 月

に は 右側 に II級，左 側 に III級 の 非対称性顎間 ゴ ム の 使

用 を 試 み た ．しか し，そ の 翌月 に は 二 態咬合が 認 め ら

れ た．非対称性顎間 ゴ ム の 影響を考 え積極的な正中線

の
一

致 は図 らず，また 右側第
一

大 臼歯 関係 は ，可能 な

限 り 1 級 と す る こ と と し治 療 目標 を変更 した ．実際 に

は，下 顎 右側第二 大 臼歯 か ら 上 顎右側犬歯へ の II級 ゴ

ム を併用 し な が ら，右側 の み 下顎第
一

大 臼歯 と第 二 大

臼 歯 間 に オ ープ ン コ イ ル ス プ リ ン グ を使用 し，積極的

に 下顎右側第
一

大 臼歯の 近 心移動 を 図 っ た．そ の 後二

態咬合 が ，消失 し 下顎位 が 安定 し，か つ 咬頭嵌合 の 獲

得を含め 治療目標が 達成され た の で，動的治療期間 2

年 3 カ 月 の 時点 で 装置 を 除去 し，上 顎 は サ
ー

カ ム フ ァ

レ ン シ ャ ル タ イ プ の 保定装置 を，下顎 は ス プ リ ン グ リ

テ
ー

ナ
ーを装着し，保定へ と移行 した ．な お ，現在保

定期間 は 3年 4 カ 月 を経過 して い る．

考　 察

　太 田 ら
S〕
の 埋伏歯 の 分類 に よ る と埋 伏歯 の 近心 傾斜

と定義さ れ る も の は II型 に 属 し，側切歯歯根 を吸収 し

て い る こ とが 多 い と報告 され て い る．本症例は こ の II

型 と考 え られ るが ，側切歯歯根 で は な く第
一

小臼歯 の

歯根吸収 が 惹起 さ れ て い る，こ の 点 が特徴で あ る．第

一
小 臼歯 に 歯根吸収が み られ る 理由 と し て 当該埋 伏犬

歯 の 位置が 関係 して い る と考えた ．す な わ ち、治療前

の X 線診査 や 触診 か ら歯根 は 口蓋側 に ，か つ 遠心 に 位

置 し，そ の 位置 か ら歯冠 を や や 近 心 ，頬 側 に傾斜 した

状態 で 埋伏 して い る と推察 した ．こ れ らの こ と は ， 第

一
小臼歯 の 拔去歯 か ら の 歯根の 吸収状態，さ ら に は 自

然 萌出後の 犬 歯 の 位置 な どか ら裏付 け る こ とが で きた

（図 2−B，C，3−B）．

　 上 顎 犬 歯 の 埋伏 に よ り隣接歯歯根 の 吸収 が 疑 わ れ る

場合，当該埋伏犬歯 に 対 して い か な る 治療方針 で 臨 む

べ き か は判断 に 迷 う と こ ろ で ある．犬歯 は，審美的あ

る い は機能的 な 面 に お い て歯列 内に て 重要 な役割を果

た して い る こ とか ら犬歯 の 抜歯 は 可及的 に は避 け るべ

きで あろ う
6）．しか し な が ら，骨性癒着の 可能性が疑 わ

れ る場合 に は，開窓 ・牽引を試 み ，歯 の 移動 の 可能性

を確認す る必要が あ る
6）．また，骨性癒着と診断 され た

場合 に は，当該歯 の 抜歯 に よ る 処置 とな る こ と も少 な

くない ．また 牽引 し た歯に つ い て は，後戻 りが懸念 さ

れ る た め，保定 を 含 め 予後 に は注意深 い 観察が 必要 と

な る ．一
方，自然萌出が 可能な場 合に は，患者 に対 し

外科的侵襲 を与 えず
9｝
予後 も安定 す る と考 え られ る．

本症例 で は，当該犬歯の埋 伏状態 か ら 自然萌出を期待

す る こ とが で きた こ と か ら開窓，牽引 や 当該犬歯 の 拔

去 な ど をせ ず に 矯正 治療を終了 した も の で あ る．自然

萌出 さ せ る こ と の で き る理由 と して X 線診査 ， 触診 に

よ る第
一

小臼歯 の 歯根吸収の状態，位置か ら埋伏犬歯

は 萌出力 を 有 し，骨性癒着 の 可能性 は な く，さ ら に 埋

b

」
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e い 4 い

　　　（右　側）　　　　　　　　 （左　側 〉　　　　　　 （全 体 ：前頭蓋底内部構造 に よ る

上 顎 ；頬骨突起 と上 顎骨内部構造 を基準 とす る重 ね　　　 重 ね 合わ せ 法 ）

　 　 合 わ せ 法

下 顎 ：BjOrk の 重ね 合わせ 法

　　　　　　　　　 図 6　側 面頭部 X 線 規格 写 真 の 重 ね 合わ せ

伏 歯根尖 は 通 常 よ り も遠心 位 に 位置 し て い る た め，第
一

小 臼 歯 を拔去 す る こ とに よ っ て よ り遠 心 位 の萌出が

期待 で き る と判断 し た こ と に あ る （図 2−A ，3−A ），

　 また，Ericson ら
1°〕

の パ ノ ラ マ X 線 を 用い た 分析法

を 参考 に，埋 伏犬歯 の 近 遠心 的 な位置 や 歯軸傾斜，側

切 歯歯根 吸 収 に つ い て 検 証 した．そ の 結果 か ら 当該埋

伏犬歯 は，上 顎側 切歯の 歯根 吸収を起 こ す 可 能性 は 少

な い と判 断 した ．

　第
一

大 臼歯の 近 遠 心 的関係改善方法 の
一

つ とし て，積

極的 な 上 顎第
一

大 臼 歯の 遠心移動 や 上 顎第三 大 臼歯 の

活用 が 考 え ら れ る．しか し，本症例で は 上 顎左側第
一

小臼歯 の 歯根吸収 が 明確で ，将来当該 小 臼歯 を放棄せ

ざ る を得な い こ と，さ らに 下顎左右側第
一

大臼歯 の 近

遠心 的 な位置 の 非対称性 の 改 善，さ ら に 上顎第三 大臼

歯 の 萌出方向，萌出時期 な ど を考慮 して ，上 顎第 三 大

臼歯 の 臨床応 用 の 有用性は低い と判断 し た．一
方，下

顎第
一

大臼歯 の左右非対称性 を伴 う第
一

大 臼 歯関係 II

級 の 改善 に は，ヘ ッ ド ギ ア，下 顎小 臼 歯 の 非対称 抜

去，お よ び II級 ゴ ム な どの 非対称 な メ カ ニ ズ ム を用 い

た．患者の 協力 が 非常 に 良好 で あ っ た こ と，側面頭部

X 線規格写真 の 全体 の 重 ね合 わ ぜ
11
（図 6＞か ら も明 ら

か な よ う に若干 の 残余成長量 が 認 め られ た こ とな どか

ら左 側第
一

大 臼歯関係 は， 1級 が 獲得 され た （図 6）．

動的治療期間 は 2 年 3カ 月 とや や 長期 に 渡 っ た．そ の

理 由の
一

つ に 下 顎 の 非対称 抜歯 を した に もか か わ ら

ず，右側第
一

大 臼 歯関係 の 1級 の 改善に 時間を要 した

こ とが あ げ られ る．

　初診時 と動的治療終了時 の 頭部 X 線規格写真の 重

ね 合 わ せ か ら下顎 左 側第
一

大 臼歯 に 比 べ 右側第
一

大臼

歯 の 近心移動量 が 大 きか っ た こ とか ら治 療方針 通 りの

非対称 な歯 の 移動 は行 わ れ て い た （図 6）．し か し な が

ら，早 い 時期 か ら非対称 メ カ ニ ズ ム を 用 い た に も関わ

らず，右側第
〜

大 臼歯 の 1級 の 改善 に 必要 な 第
一

大 臼

歯 の 近心移動量 は 得 られ な か っ た．片側 II級 ゴ ム ，非

対称な 顎問 ゴ ム な どの 非対称 メ カ ニ ズ ム に よ っ て 不 安

定 な顎位 が 惹起 さ れ た時点で，右側第
一

大 臼 歯関係 の

わ ずか な II級傾向の 残存 や 正 中線 の 不
一

致 は や む を得

な い も の と考え，こ れ らの 改善 を治療 目標 か ら外す 旨

を患者，母親 に 伝 え 治療 を終 了 した．な お，初診時 に

み られ た 軽度 の 咬筋圧痛や最大開 口 時 の 右方偏位，さ

ら に 治療中に 出現 した 二 態咬合な ど は，保定中で あ る

現 在 に は認 め られ ず，機能的 に も良好 な 経過 を た ど っ

て い る．

　 本症例 は，上顎左側埋伏犬歯 を 自然萌出 さ せ な が ら，

下顎第
一

大 臼歯の 左右非対称性 を伴 う第
一

大臼歯関係

II級 の 改善 を下顎 の 非対称抜歯 に て治療した もの で あ

る．そ の 結果，治 療 目標 をお お む ね達成 し，か つ 術後

も安定 した 咬合 を維持 して い る こ とか ら適正 な 治療方

針に 沿 っ た 治 療が 行 わ れ た もの と評価 し，報告す る も

の で あ る．
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